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１．組織の概要

【事業者名及び代表者氏名】

　　西南綜合建設株式会社　　　　代表取締役　中澤　正宏

【所在地】

　　本社 高知県幡多郡黒潮町入野２５８４番地

　　倉庫 高知県幡多郡黒潮町入野６３０４-１

　　木材加工場 高知県幡多郡黒潮町入野３４４０

　　倉庫兼車庫 高知県幡多郡黒潮町入野２５７９－１

　　産廃（木くず）処理施設 高知県幡多郡黒潮町御坊畑３４１

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

　　環境管理責任者氏名 代表取締役 中澤　正宏

　　連絡先 ＴＥＬ：　０８８０－４３－２８９１ ＦＡＸ：　０８８０－４３－０２２０

Ｅ-ｍａｉｌ：　makkun@gamma.ocn.ne.jp

【事業の概要】

建設業許可番号 高知県知事　第８３６６号

許可年月日 令和６年７月６日

建設業の種類 特定：土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、解体工事業

一般：大工工事業、電気工事業、水道施設工事業

実績　 完成工事高(直近)　：　324,844千円

収集運搬の許可番号：０３９１００９８６７４

許可年月日及び有効期限：　　令和４年１２月１２日　～　令和９年９月１６日

収集運搬する廃棄物の種類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（＊1、＊2を含む)、紙くず、木くず、繊維くず

ゴムくず、金属くず（＊2を含む）ガラスくず・コンクリートくず

及び陶磁器くず（＊1、＊2を含む)、がれき類（＊1を含む)

※取り扱う産業廃棄物の種類

　*1：石綿含有産業廃棄物、*2：水銀使用製品産業廃棄物、*3：水銀含有ばいじん等に

　ついては、（…を含む。）の記載のない場合は含まない。

実績　　・積替保管施設がある場合：（積替保管面積７９．４㎡）

 　（保管上限量３７．５㎥）屋内保管

　　　　・収集運搬量　　740.3ｔ／年

（内訳：ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｱｽﾌｧﾙﾄガラ：73.2％、木くず21.6％、その他5.2％）

自社事業場分のみの収集運搬である

許可番号と事業区分　：０３９２００９８６７４　　中間処理(破砕)

許可年月日及び有効期限：　令和３年１０月１日　～　令和８年９月３０日

取扱う産業廃棄物の種類：木くず

施設等の状況 ・自走式破砕機　処理能力：０．５７ｔ/時（４．５６ｔ/日)

・事務所プレハブ：15.39㎡

実　　績　　 ・処分受託量前年度(2023年7月～2024年6月)

　　中間処分受託量　：木くず　109ｔ　

　　中間処分実績　　：　同上

処分料金　　　　 木くず：19,500円/ｔ
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　　産業廃棄物(中間)処理工程図

【事業規模】 　　設立年月日 ２００１年７月１日

　　資本金 ３０,０００千円

2023年度 2022年度 2021年度

完成工事高（売上高） （千円） 324,844 189,479 810,648

従業員数　　　　　　（名） 22 22 23

事業所敷地面積　　　（ｍ2 ） 1,809.3 1,809.3 1,809.3

事業所延べ床面積　　（ｍ2 ） 208.2 208.2 208.2

従業員数は、6月30日現在

　　会計年度 　７　月　　～　翌年　６　月

２．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲】 西南綜合建設株式会社の全組織と全活動

【レポートの対象期間】 ２０２３年７月～２０２４年６月

【環境経営レポートの発行日】 ２０２４年９月３０日

【作成責任者】 環境管理責任者　中澤　正宏

中間処理

後の廃棄

物の種類

中間処理

後の処理

方法

取引業者直接搬入または収集運搬受託業者搬入

キャブオーバ車（ダストBOX）、ダンプトラック等

分別収集廃棄物及び単品 処理前

廃棄物

搬入

木くず

粗選別（手選別）

木くず破砕

(自走式木材破砕機・油圧ショベル）

チップ

売却 (堆肥資材)
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環　境　経　営　方　針

【環境経営理念】

西南綜合建設株式会社は、豊かな黒潮の恵みを受けた高知県黒潮町で主に土木・建築の建設工事を

行っています。私たちは地域の自然環境を守り、建設工事におけるあらゆる場面において環境保全を

意識し、環境負荷低減に努め継続的改善による環境経営を推進します。

【基本方針】

１．建設工事における、設計・資材調達・施工・廃棄物処理の各段階に

　　おいて、環境負荷の少ない事業活動を行います。又は、環境に配慮

　　した、設計・施工を行います。また、産廃処分業を通じて地域に

　　貢献します。

２．二酸化炭素排出量を削減します。

３．廃棄物発生量の削減及びリサイクルに努めます。

４．水使用量を削減します。

５．環境関連法規及び条例等を遵守します。

６．環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。

７．生物多様性に配慮します。

８．環境経営レポート等環境情報について広く外部公表いたします。

９．ＳＤＧｓへの取組を推進します。

制定日　 ２０１０年１２月　１日

改定日　 ２０２１年１０月　１日

　　　　　　西南綜合建設株式会社

　　　　　　代表取締役　　中澤　正宏
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４．環境経営目標 （２０２４年度：2023年7月～2024年6月）

（１）中長期目標

単位 基準年

kg-CO2 178,703

 ガソリン使用量 ℓ 9,169

 軽油使用量 ℓ 48,722

 灯油使用量 ℓ 608

電力使用量 ｋＷｈ 52,638

ｍ3 421

ｋｇ 238

ｔ 345

％ 98

％ 100

回 3

％ 96

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（2022年1月公表）の

　　四国電力の調整後排出係数0.574（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用します。

＊２．環境負荷の少ない工事

　　○環境負荷の少ない材料（再生材、県産品等）の使用 ○濁水防止対策の実施

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用 ○騒音・埃・安全対策の実施

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用 ○現場内外の清掃に努める

＊３．社会貢献活動・・・ロードボランティア、寄付等

＊４．ＳＤＧｓへの取組・・・職場の健康診断を全員が受診する

ＳＤＧｓへの取組

社会貢献活動

環境負荷の少ない工事

52,112

一般廃棄物排出量

水使用量

産業廃棄物再資源化率

産業廃棄物排出量 342

100

燃
料
使
用
量

48,235

236

98

項目
2023年度

△１％削減
2024年度

△２％削減
2025年度

　△３％削減

目標 目標 目標

2022年度
（2021年7月～
2022年6月）

ＣＯ2 排出量

51,059

417 413 408

47,748 47,260

602 596 590

176,916 175,129 173,342

9,077 8,985 8,894

233 231

51,585

338 335

98 98

100 100

100 100 100

5 7 10
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５．環境経営計画 （2024年度：2023年　7月　～　2024年　6月）

確認期限：2024年6月30日

項目 活動内容 責任者

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○エコドライブと安全運転の実践 環境管理責任者

削減 削減 ○重機・車両の整備をして燃費向上を図る 環境管理責任者

○過積載防止と不要の荷物を載せておかない 環境管理責任者

○車両の更新の時はエコカーを優先する 環境管理責任者

電力使用量 ○昼休みや不要の照明等をOFFにする 総務部

削減 ○機器購入の際は省エネタイプを優先する 環境管理責任者

○ブラインドによる調光と熱遮断をこまめにする 総務部

水使用量削減 ○清掃・手洗い等での節水奨励 総務部

（排水量削減） ○漏水がないか毎月の使用量をチェックする 総務部

○道具等の洗浄には湧水を使用する 工務部長

廃棄物削減 一般廃棄物 ○設定確認をして印刷やコピーの無駄をなくす 総務部

○圧縮等ごみの減量化に努める 総務部

産業廃棄物 ○マニフェストによる管理を徹底する 産廃部主任

○下請業者にも廃棄物削減を促す 工務部長

○リサイクルのため分別を徹底する。 工務部長

○分別を徹底して専門業者に処理を委託する 工務部長

環境負荷の少ない工事実施 ○環境負荷の少ない再生品・県産品を利用する 工事責任者

○低騒音・排出ガス対策重機を使用する 工事責任者

○型枠・看板には間伐材を使用する 工事責任者

○濁水防止対策を実施する 工事責任者

○騒音・埃・安全対策として防護柵を設置する 工事責任者

○現場内外の清掃に努める 工事責任者

○分別を徹底して専門業者に処理を委託する 工事責任者

社会貢献活動 〇ロードボランティアを続ける 環境管理責任者

〇環境活動への参加、関連団体への寄付等 環境管理責任者

ＳＤＧｓ 〇従業員の健康診断受診と結果のフォローをする 総務部

〇整理整頓をして安全で働きやすい職場にする 総務部

〇エコバッグの利用奨励 総務部

5



６.本年度の環境経営目標・環境経営計画の実績と評価

　（1）目標に対する実績と評価

２０２３年度 ２０２３年度 目標値 評価

単位 目標 実績 ／実績値

2021.7-2022.6 2023.7-2024.6 2023.7-2024.6 （％）

kg-CO2 178,703 175,129 180,727 97 ×

ガソリン使用量 ℓ 9,169 8,985 10,572 85 ×

軽油使用量 ℓ 48,722 47,748 50,014 95 ×

灯油使用量 ℓ 608 596 424 141 〇

電力使用量 ｋＷｈ 52,638 51,585 45,482 113 〇

ｍ3 421 413 394 105 〇

ｋｇ 238 233 232 101 〇

ｔ 345 338 6,423 5 ×

％ 98 98 99 〇

％ 100 100 100 〇

回 3 7 6 ×

％ 96 100 100 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（2022年1月公表）の

　　四国電力の調整後排出係数０．５７４（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用します。

＊２．環境負荷の少ない工事

　　○環境負荷の少ない材料（再生材、県産品等）の使用

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用

　　○濁水防止対策の実施

　　○騒音・埃・安全対策の実施

　　○現場内外の清掃に努める

＊３．社会貢献活動・・・ロードボランティア、寄付等

＊４．ＳＤＧｓの取組・・・職場の健康診断を全員が受診する

＊５．評価は、100％以上または目標値クリアを「○」、そうでない場合は「×」で評価する。

＜取組状況の評価＞

燃料において、ガソリン、軽油とも増加が見られる。

要因として、産業廃棄物処理業において、受入数量が約２倍に増加したことによるもので

廃棄物の適切な処分に係る必要な使用と捉えている。

産業廃棄物排出量においても大幅な増加が見られるが、こちらについては

本年、大きな解体工事を受注したことによるもので、原因が明確である。

CO2排出量は未達になったが、その他の項目に関しては全社員が意識して取り組むことができ、

目標を達成することができた。

工事の受注量によりエネルギー使用量、産廃排出量等が増減することはやむを得ない為、

今後も常に環境負荷を意識し取り組むことを徹底する。

社会貢献活動

ＳＤＧｓの取組

項目

　ＣＯ2 排出量

水使用量

燃
料
使
用
量

基準年

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

産業廃棄物再資源化率

環境負荷の少ない工事
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７．環境経営計画の取組結果と評価

　（1）取組状況と評価

評価 見直し

1 2 3 4

燃料使用量 ○エコドライブと安全運転の実践 エコドライブと安全運転の取組を継続 〇 〇 〇 〇 なし

削減 ○重機・車両の整備をして燃費向上を図る 整備は適正にできた 〇 〇 〇 〇

○過積載防止と不要の荷物を載せておかない 法令を遵守し、過積載を防止できた 〇 〇 〇 〇

車載物の落下によって道を汚さないよう気を付けた 〇 〇 〇 〇

○車両の更新の時はエコカーを優先する 一般車両・重機共に機能が良くなっている 〇 〇 〇 〇

電力使用量 ○昼休みや不要の照明等をOFFにする 昼休みや不要時の照明・動力はＯＦＦにした 〇 〇 〇 〇

削減 ○機器購入の際は省エネタイプを優先する 機器の性能が上がり省エネが進んでいる 〇 〇 〇 〇

○ブラインドによる調光と熱遮断をこまめにする 雨天晴天によってこまめに調節している 〇 〇 〇 〇

○清掃・手洗い等での節水奨励 節水奨励貼紙の呼びかけをして励行している 〇 〇 〇 〇 なし

手洗いや食器の片付のとき流量を抑えるよう努めた 〇 〇 〇 〇

植木などへの散水は掃除の残り水を使用した 〇 〇 〇 〇

○漏水がないか毎月の使用量をチェックする 毎月の使用量に異常がないことを確認した 〇 〇 〇 〇

○道具等の洗浄には湧水を使用する 湧水利用は励行できている 〇 〇 〇 〇

一般廃棄物 ○設定確認をして印刷やコピーの無駄をなくす 設定確認を励行し廃棄文書から裏白紙を拾っている 〇 〇 〇 〇 なし

○圧縮等ごみの減量化に努める 分別し、できるだけリサイクルしている 〇 〇 〇 〇

道具や機械を大切に使い長く使えるよう努めている 〇 〇 〇 〇

産業廃棄物 ○マニフェストによる管理を徹底する マニフェストによる管理を徹底している 〇 〇 〇 〇

○下請業者にも廃棄物削減を促す 廃棄物削減を呼びかけている 〇 〇 〇 〇

○リサイクルのため分別を徹底する。 分別の徹底を励行している 〇 〇 〇 〇

○分別を徹底して専門業者に処理を委託する 許可を受けた専門業者に委託している 〇 〇 〇 〇

○環境負荷の少ない再生品・県産品を利用する 県産品や再生品を使用するようにしている 〇 〇 〇 〇 なし

○低騒音・排出ガス対策重機を使用する 排ガス規制適用の機械等を使用している 〇 〇 〇 〇

重機やダンプの無駄なアイドリングをなくしている 〇 〇 〇 〇

○型枠・看板には間伐材を使用する 県産の間伐材を利用している 〇 〇 〇 〇

○濁水防止対策を実施する 沈砂槽を設置して濁水防止に努めた 〇 〇 〇 〇

○騒音・埃・安全対策として防護柵を設置する 埃等を抑えるため乾燥した時季は散水をしている 〇 〇 〇 〇

○現場内外の清掃に努める 整理整頓に努めた 〇 〇 〇 〇

○分別を徹底して専門業者に処理を委託する 許可を受けた専門業者に委託している 〇 〇 〇 〇

○ロードボランティアを続ける 続けてはいるが回数が少なかった 〇 〇 〇 〇

○環境活動への参加、関連団体への寄付等 施工地域の行事や団体への寄付をしている 〇 〇 〇 〇

毎日の清掃で事務所周辺道路のごみを拾っている 〇 〇 〇 〇

〇従業員の健康診断受診と結果のフォローをする 本年は全員が受診し、よくできた 〇 〇 〇 〇 なし

〇整理整頓をして安全で働きやすい職場にする 道具、材料などの整理整頓に努めた 〇 〇 〇 〇

〇エコバッグの利用奨励 事務所の買い物でもマイバッグを使用している 〇 〇 〇 〇

項目 活動内容 取組状況確認
直近の記録

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｃ
Ｏ
2
 
排
出
量
削
減

水
使
用
量
削
減

（

排
水
量
削
減
）

廃
棄
物
削
減

環
境
負
荷
の
少
な
い
工
事

社
会
貢
献
活
動

エコドライ
ブ、整備を含
め安全運転を
励行している

節電活動が良
くでき、結果
につながって
いる

現場の環境負
荷低減に努
め、良くでき
た

なし

良くできた

人員不足のた
め目標値には
達しなかった
が、基準年に
比べるとよく
できた

取組は良くで
きている

一般ごみも産
廃も活動は良
くできた

7



　　（3）　実施体制

西南綜合建設(株) 　　　　　　現　場

環境経営システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を承認

・代表者による全体評価と見直し指示実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知、従業員への環境教育訓練実施

・自部門に関係する環境経営計画の実施、達成状況報告

・自部門に関係する緊急事態訓練の実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表取締役 中澤 正宏

環境管理責任者 中澤 正宏

倉庫

倉庫兼車庫

木材加工場

産廃処分場

事務

全従業

エコアクション21責任者

取引先

協力会社

地域

全従業員

各現場

工務

エコアクション21責任者

ボランティア他

コミュニケーション
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　　　次年度の環境経営計画

期間：　2024年　7月　～　2025年　6月

項目 　　　　　　　　　　活動内容 責任者

ＣＯ2 排出量 ○エコドライブと安全運転の実践 環境管理責任者

削減 ○重機・車両の整備をして燃費向上を図る 環境管理責任者

○過積載を防止し、不要の荷物を載せておかない 環境管理責任者

○車両の更新の時はエコカーを優先する 環境管理責任者

○昼休みや不要の照明等をOFFにする 総務部

○機器購入の際は省エネタイプを優先する 環境管理責任者

○ブラインドによる調光と熱遮断をこまめにする 総務部

水使用量削減 ○清掃・手洗い等での節水奨励 総務部

（排水量削減） ○漏水がないか毎月の使用量をチェックする 総務部

○道具等の洗浄には湧水を使用する 工務部長

廃棄物削減 一般廃棄物 ○設定確認をして印刷やコピーの無駄をなくす 総務部

○マニフェストによる管理を徹底する 産廃部主任

○下請業者にも廃棄物削減を促す 工務部長

○リサイクルのため分別を徹底する。 工務部長

○分別を徹底して専門業者に処理を委託する 工務部長

環境負荷の少ない工事 ○環境負荷の少ない再生品・県産品を利用する 工事責任者

○低騒音・排出ガス対策重機を使用する 工事責任者

○型枠・看板には間伐材を使用する 工事責任者

○濁水防止対策を実施する 工事責任者

○騒音・埃・安全対策として防護柵を設置する 工事責任者

○現場内外の清掃に努める 工事責任者

○ＩＣＴを活用して良質で効率的な施工をする 工事責任者

社会貢献活動 〇ロードボランティアを続ける 環境管理責任者

〇環境活動への参加、寄付等 環境管理責任者

ＳＤＧｓ ○従業員の健康診断受診と結果のフォローをする 総務部

○業務効率化を進め勤務時間の適正化を図る 総務部

〇エコバッグの利用励行 総務部

産業
廃棄物

燃料
使用量
削減

電力
使用量
削減
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

    並びに違反、訴訟等の有無

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

法規・規制等 適用事項(事業活動、施設等) 評　価

廃棄物処理法 産業廃棄物の保管・排出、中間処分 遵守

資源有効利用促進法 工事材料、解体工事、建設副産物 遵守

建設リサイクル法 建設副産物 遵守

大気汚染防止法 解体工事 遵守

騒音規制法 建設機械等 遵守

振動規制法 建設機械等 遵守

水質汚濁防止法 油類・危険物の保管 遵守

浄化槽法 浄化槽 遵守

労働安全衛生法 労働環境 遵守

建築基準法 建築工事 遵守

建築物省エネ法 建築工事 遵守

フロン排出抑制法 業務用空調設備、冷凍庫、冷蔵庫、大型重機 遵守

オフロード法 特定建設機械 遵守

　(条例)

条　例　名 適用事項 評　価

高知県環境基本条例 公害防止、自然環境の保全 遵守

高知県清流保全条例 公害防止、自然環境の保全 遵守

高知市環境基本条例 公害防止、自然環境の保全 遵守

高知市火災予防条例 建築工事(変電設備) 遵守

四万十町環境基本条例 公害防止、自然環境の保全 遵守

四万十市環境基本条例 公害防止、自然環境の保全 遵守

四万十市四万十川の保全及び振興に関
する基本条例

景観保全 遵守

幡多西部消防組合火災予防条例 少量危険物貯蔵 遵守

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

　環境関連法規制等の遵守状況定期評価の結果、環境法規制等の逸脱は

　ありませんでした。また、関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありませんでした。

　 訴訟等もありません。

確認日：2024年6月30日
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１０．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

■定期見直し

□臨時見直し

見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性： □有 ■無

　　法規遵守に努めている 　特に変更はない

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

　　問題となる事案はなかった

③前回までの代表者の指示事項への対応

　　対応できた

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制】

　　なし 変更の必要性： □有 ■無

　特に変更はない

【環境経営目標・環境経営計画の達成状況】

目標項目 目標値 経営計画 コメント

達成状況 達成状況

燃料使用量削減 × 〇

電力使用量削減 〇 〇

CO2排出量削減 × 〇

水使用量削減 〇 〇

一般廃棄物量削減 〇 〇

産業廃棄物量削減 × 〇 【実施体制の見直し】

産廃再資源化率向上 〇 〇 変更の必要性： □有 ■無

環境負荷の少ない工事 〇 〇

社会貢献活動 × 〇

ＳＤＧｓの取組 〇 〇

＜改善提案＞

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

　　苦情はなく、環境に配慮出来た結果である

受注工事により目標値は達成できないこともあるが、

全従業員が環境に配慮した行動を心掛けている結果である。

②環境関連法規制等の動向他 人にも環境にも優しい会社であり続けるため、活動を継続

　　労働環境や残業時間の規制等 していく。

＜改善提案＞

代表者が自ら得た情報

　世界情勢も不安定で先行き不透明である中、気候変動による災害も増加傾向に

　ある。

　社会貢献活動を通じて、より良いまちづくりを行えるよう、良質で安全な建設

　施工を心掛けなければならない。

（目標値、活動計画に対するコメント）

【総括】（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

燃料使用量、CO2排出量について
は、目標値を達成できなかった
が、電力使用量は全社員が意識的
に取り組むんでいることから削減
に繋がっている。

実施日：2024年9月30日
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